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介
護
保
険
「要
支
援
1
・2
」

今
年
度
か
ら
新
制
度
に
移
行

従
来
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
、

国
の
介
護
保
険
制
度
に
よ
っ
て
基
準

や
単
価
が
全
国
一
律
で
し
た
。
し
か

し
、
新
制
度
で
は
「
要
支
援
1
・
2
」

の
方
が
利
用
し
て
い
た
「
介
護
予
防

訪
問
介
護
」
と
「
介
護
予
防
通
所
介

護
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
市
町
村
が
基

準
や
単
価
を
設
定
し
運
営
す
る
市

町
村
事
業
に
移
り
、
「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
以
下
、

新
総
合
事
業
）
」
に
改
編
さ
れ
ま
す
。

（
※

訪
問
看
護
・
福
祉
用
具
貸
与

等
は
、
引
き
続
き
介
護
予
防
給
付

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
）

政
府
が
狙
う
安
上
が
り
の
サ
ー

ビ
ス
へ
の
移
行

新
制
度
で
は
、
既
存
の
介
護
事
業

所
が
介
護
の
担
い
手
と
な
る
今
ま
で

通
り
の
「
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
」
以

外
に
、
Ｎ
Ｐ
О
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・

地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
「
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
」
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

「
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
」
の
中
に
は
、
ヘ

ル
パ
ー
資
格
な
し
で
も
訪
問
サ
ー
ビ

ス
が
で
き
る
タ
イ
プ
が
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
低
下
の
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

社
会
保
障
切
り
捨
て
を
進
め
る

政
府
は
安
上
が
り
の
「
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
」
へ
の
移
行
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

「
サ
ー
ビ
ス
・
単
価
は
当
面
変

わ
ら
な
い
」
町
当
局
が
答
弁

一
般
質
問
で
伊
丹
議
員
の
質
問
に
、

町
当
局
は
「
要
支
援
１
・
２
認
定
者

が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
単

価
は
、
当
面
変
わ
る
こ
と
は
な
い
」

と
答
弁
。
引
き
続
き
九
度
山
町
で

は
、
既
存
の
事
業
者
に
よ
る
「
現
行

相
当
サ
ー
ビ
ス
」
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

こ
の
点
を
評
価
し
、
伊
丹
議
員
は

２
０
１
７
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。

国
に
「
新
総
合
事
業
」
の
撤
回

を
求
め
る

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
事

業
費
の
増
加
は
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
増
加
率
ま
で
し
か
認
め
な

い
と
い
う
の
が
国
の
方
針
で
す
。
し

か
し
、
全
国
的
に
介
護
保
険
給
付

費
の
増
加
率
は
、
後
期
高
齢
者
増

加
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
上
回
る

分
の
国
か
ら
の
交
付
金
負
担
が
な

く
な
れ
ば
、
市
町
村
と
住
民
が
そ
の

分
を
負
担
す
る
か
、
あ
る
い
は
サ
ー

ビ
ス
を
下
げ
る
か
を
迫
ら
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
介
護
保
険
制
度

の
さ
ら
な
る
改
悪
を
止
め
る
た
め
に

も
国
に
総
合
事
業
の
撤
回
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
移
行
し
て
も
要
支
援

者
サ
ー
ビ
ス
を
守
り
、
拡
充
す
る
た

め
に
国
に
必
要
な
財
政
措
置
を
取

り
、
自
治
体
へ
の
責
任
押
し
つ
け
を

や
め
る
よ
う
主
張
し
て
い
ま
す
。

★
裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い

●
２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
予
算

31
億
９
７
５
３
万
円

対
前
年
度
比
６
３
０
７
万
円
減

給
食
セ
ン
タ
ー
真
空
冷
却
機
設
置

（
３
６
７
万
円
）
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
町
民
要
求
に
応
え
た
予
算

で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
。

●
２
０
１
７
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

会
計
予
算

１
億
６
６
５
４
万
円

対
前
年
度
比
７
２
９
万
円
減

高
齢
者
を
年
齢
で
差
別
し
、
負
担
増

な
ど
の
痛
み
を
強
い
る
根
本
的
な
欠

陥
が
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

元
の
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
べ
き
と

の
立
場
か
ら
反
対
。

●
町
条
例
一
部
改
正
３
件

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
町
独
自
利
用
に
関

す
る
町
条
例
改
正
案
２
件
と
、
消
費

税
の
10
％
へ
の
再
増
税
を
前
提
と
し
た

町
税
条
例
改
正
案
１
件
に
反
対
。

町議会議員 伊丹俊也

２
０
１
７
年
第
１
回
九
度
山
町
議
会
定
例
会
（
３
月
議
会
）
は
、
２
０
１
７
年
度
予
算
案

（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）
６
件
、
２
０
１
６
年
度
補
正
予
算
案
（
一
般
会
計
、
特
別
会
計
）

５
件
、
町
条
例
改
正
案
２
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
の
審
議
・
採
決
を
行
な
い
、
３
月
24

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

17
年
度
予
算
案
等
19
件
審
議
し
閉
会

九度山町議会
３月議会

３
月
議
会
の
主
な
議
案

伊
丹
議
員
の
対
応

介護保険「要支援１・２」サービス



町
役
場
庁
舎
耐
震
改
修
に

つ
い
て

国
は
２
０
１
７
年
度
予

算
で
耐
震
化
が
未
実
施

の
市
町
村
庁
舎
建
て
替

え
を
支
援
す
る
「
市
町

村
役
場
機
能
緊
急
保
全

事
業
」
（
★
）
を
新
設
し

ま
し
た
。
本
町
役
場
庁

舎
耐
震
化
計
画
策
定
に

つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

耐
震
改
修
の
必
要
性
は
認
め

る
も
の
の
、
財
政
的
に
厳
し
い

こ
と
や
、
利
用
で
き
る
補
助

金
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

計
画
を
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。

平
成
32
年
ま
で
に
建
て
替
え

る
場
合
、
国
の
新
た
な
財
政

措
置
の
創
設
、
拡
充
が
な
さ

れ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
今
後
、

庁
舎
の
耐
震
化
に
向
け
て
の

計
画
策
定
等
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
「市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」

と
は

２
０
１
７
年
度
予
算
で
総
務
省
は
、
熊

本
地
震
を
教
訓
に
し
て
、
耐
震
化
が
未
実

施
の
市
町
村
の
本
庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い

て
、
地
方
交
付
税
で
支
援
す
る
「
市
町
村

役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」を
新
設
し
ま

し
た
。

同
事
業
の
地
方
債
充
当
率
は
90
％
、
建

て
替
え
事
業
費
の
22
・
５
％
を
交
付
税
措

置
と
し
ま
す
。
耐
震
化
後
の
本
庁
舎
が
災

害
時
に
機
能
を
継
続
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務

継
続
計
画
）
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が

要
件
で
す
。

庁
舎
建
て
替
え
は
こ
れ
ま
で
地
方
自
治

体
の
単
独
事
業
だ
と
し
て
、
一
般
単
独
事

業
債(

充
当
率
75
％)

は
充
て
る
こ
と
は
で

き
て
も
、
地
方
交
付
税
措
置
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

【
伊
丹
】
４
月
か
ら
介
護
保
険

制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
要
支
援

１
・２
に
認
定
さ
れ
た
人
が
利
用

す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
「総
合
事
業
」（介

護
予
防
・日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
）に
移
行
し
ま
す
。
す
べ
て
の

要
支
援
利
用
者
が
こ
れ
ま
で
通

り
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

【
町
長
】
当
面
は
こ
れ
ま
で
通
り
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
の
で
、
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
や
単
価
が
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
伊
丹
】
新
規
の
介
護
認
定
申

請
時
に
、
国
は
申
請
書
で
は
な
く

「チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」を
活
用
す
る
こ

と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
で
新
規
申
請
者
を
ふ
る
い

に
か
け
て
い
る
市
町
村
が
あ
り
ま

す
が
、
本
町
の
対
応
を
尋
ね
ま
す
。

【
福
祉
課
長
】

新
規
の
介
護
認
定

申
請
は
、
今
ま
で
通
り
の
介
護
認

定
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町役場庁舎

１

税
金
の
集
め
方

能
力
に
応
じ
て
負
担
す
る

公
正
・
公
平
な
税
制
に

●
大
企
業
へ
の
優
遇
税
制
を

改
め
る
。

●
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
。
所
得
税
の
累
進

課
税
を
強
化
す
る
。

２

税
金
の
使
い
方

社
会
保
障
、
若
者
、
子
育
て

中
心
の
予
算
に

●
社
会
保
障
削
減
路
線
を
中

止
し
拡
充
を

３

働
き
方

８
時
間
働
け
ば
ふ
つ
う
に

く
ら
せ
る
社
会
に

●
「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」
撤

回
。
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」

根
絶
。
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

規
制

●
派
遣
法
の
抜
本
改
正
、
派

遣
は
一
時
的
・
臨
時
的
な

も
の
に
。
「
均
等
待
遇
」

実
現

４

産
業
構
造

大
企
業
と
中
小
企
業
、
大
都

市
と
地
方
な
ど
の
格
差
是
正

●
農
産
物
の
価
格
保
証
・
所

得
補
償
を
抜
本
的
に
強
化
。

食
料
自
給
率
向
上
を
国
の

産
業
政
策
の
重
要
な
柱
に

格
差
と
貧
困
た
だ
す

４
つ
の
改
革

日本共産党の提案

下村雅洋
し も む ら ま さ ひ ろ

６１歳・新人

橋本高校卒、和歌山大卒。民

青同盟和歌山県委員長、日本

共産党紀北地区委員長など歴

任。党県常任委員。


